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日本労働弁護団北海道ブロックは３月３１日

札幌エルプラザ４階大研修室で労働時間規制

緩和に反対する市民集会を開催します。厚労省

は今国会でこれまで議論してきた「ホワイトカ

ラー・エグザンプション」を「高度プロフェッ

ショナル制度」と名称変更し法案として提出す

る予定です。 
この制度は年収１０７５万円超の労働者を対

象に、労働時間ではなく健康管理時間に基づき

健康・福祉に留意しながら労務管理をするとい

うものです。１日８時間週４０時間に拘束され

ず成果達成を目安に働く制度です。 
これまで政府が推進するとしてきた、過労死

防止等推進法やワークライフバランス推進と

は明らかに「逆」の制度です。労働者に酷死を

強要する法案です。労働団体では札幌地区連

合・札幌地区労連が共催として参加します。積

極的参加をお願いします。 

【集会名】ＳＴＯＰ！ ブラック労働時間法案 
～過労死合法化を許さない市民集会～ 

【場所】札幌エルプラザ４階大研修室 
【日時】２０１５年３月３１日１８時３０分～ 

３月９日、連合北海道と連合石狩地域協議会は札

幌市民ホールで組合員等１４００名が参加し

「３・９全道総決起集会」を開催しました。本集

会では２０１５春闘の積極賃上げと労働法制改

悪阻止及び格差是正の方針を確認しました。工藤

連合北海道会長は、今春闘の取り組みが日本の行

く先を決める時代の分水嶺であるとし、全労働者

の結集のもと闘いぬこうとしました。また、北海

道知事・札幌市長・道議・市議選挙の立候予定者

を紹介し完勝しなければならないとしました。 北海道の未来は連合が創る! 団結ガンバロー! 


